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高知県梼原町にて民間ヘリコプター搭乗体験実証実験を実施

― 山間地域におけるフェーズフリーな空域インフラ活用を検証 ―

実証実験の様子

2026年2月18日（火）、高知県梼原町と一般財団法人国際災害対策支援機構の包括連携協定に基づき、
「空域を活用した搭乗体験実証実験」を高知県高岡郡梼原町にて実施いたしました。

実証実験の目的

本実証は、山間地域において災害時に道路が遮断され孤立する可能性を踏まえ、空路による迅速な人員

搬送や物資輸送の有効性を検証するとともに、平常時の観光・地域振興への応用可能性を探ることを目

的としています。

実施概要



実施日：2026年2月18日（火）9:00〜12:00

会場：構原ヘリポート（高知県高岡郡梼原町飯母）

参加・協力機関：自治体職員関係者（まちづくり産業振興課・総務部危機管理課）

実施内容

搭乗体験実証： 自治体職員および関係者20名が、搭乗体験を実施。ヘリコプターの機動性や搭乗時の
安全性を体感しました。

意見交換会： 実証後には、場外離発着場の活用、ヘリコプター観光の可能性、地域イベントとの連携
などに加え、災害時に孤立することへの不安や、ヘリコプターを呼ぶために必要な手続きへの関心、さ

らには「上空から自宅が見えて感動した」といった体験談も共有され、空域を活用した地域づくりの可

能性について多角的な議論が交わされました。

搭乗体験

意見交換会

今後の展望

今回の梼原町での実証を通じて、山間地域における空域活用が、地域防災と観光振興の両立に資するこ

とを確認しました。

また、意見交換会では、国際災害対策支援機構の協定先である愛媛県大洲市や宇和島市など周辺自治体

との広域連携による空域ネットワークの構築や、災害時の相互支援体制の可能性についても活発な意見

が交わされました。

今後は、こうした自治体間の連携や、国際災害対策支援機構が事務局を務める航空防災協議会（首長の

会）との連携を深め、地域を越えた持続可能な空域活用モデルの確立に向けて取り組んでまいります。



https://www.youtube.com/watch?v=_Ow20DN5MiE

「一般財団法人国際災害対策支援機構」について

◆一般財団法人国際災害対策支援機構　　

　　公式Webサイト　https://www.unglobal.org/

　　実施事業の詳細　https://www.fidc.pro/

災害対策立案から組織運営に係る知識の啓蒙や普及を行い、災害対策に関わる知恵の共有を図っていま

す。

【 取材・お問合せ先】

一般財団法人国際災害対策支援機構　事務局

https://www.youtube.com/watch?v=_Ow20DN5MiE
https://www.unglobal.org/
https://www.fidc.pro/


MAIL：document@unglobal.org

※お問合せはメディア名・ご担当者様名・連絡先・取材概要をご記入の上、メールにてお願いいたしま

す。
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